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一『
日
本
書
紀
』
顕
宗
天
皇
二
年
八
月
己
未
朔
条
の
問
題
『
古
事
記
』
下
巻
の
物
語
的
な
叙
述
の
最
後
は
、
意
富
祁
王
・
袁
祁
王
の
兄
弟
が
雄
略
天
皇
の
陵
墓
を
少
し
毀
ち
、
父
親
の
市
辺
之
忍
歯
王
が
雄
略
に
殺
さ
れ
た
怨
み
を
晴
ら
し
た
、
と
い
う
伝
説
で
あ
る
。
時
に
弟
の
袁
祁
王
が
即
位
し
て
お
り
、
そ
の
崩
後
、
兄
の
意
富
祁
王
が
即
位
し
た
と
あ
る
。
漢
風
謚
号
で
い
え
ば
、
弟
が
顕
宗
天
皇
、
兄
が
仁
賢
天
皇
で
あ
る
。
こ
の
雄
略
の
陵
墓
を
め
ぐ
る
顕
宗
・
仁
賢
の
伝
説
は
、『
日
本
書
紀
』
顕
宗
二
年
八
月
己
未
朔
条
で
は
、
弟
の
顕
宗
（
弘
計
王
）
が
、
兄
の
億
計
王
の
諌
言
に
よ
っ
て
陵
墓
の
破
壊
を
思
い
止
ま
っ
た
、
と
い
う
伝
説
に
変
わ
る
。
父
親
を
殺
し
た
の
が
天
皇
で
あ
る
と
い
う
特
殊
な
場
合
の
復
讐
は
是
か
非
か
、
も
し
そ
れ
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
形
が
あ
り
得
る
の
か
。
こ
れ
が
、
こ
の
二
つ
の
伝
承
の
テ
ー
マ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
二
つ
の
伝
承
の
間
に
こ
う
し
た
相
違
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
い
か
な
る
経
緯
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
か
、
と
い
う
考
察
課
題
は
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
榎
本
福
寿
氏
の
「『
古
事
記
』
の
復
讐
を
め
ぐ
る
所
伝
―
下
巻
最
後
の
所
伝
の
成
り
た
ち
と
そ
の
意
義
―
」（
注
１
）
が
、
そ
う
し
た
関
心
か
ら
、『
古
事
記
』
の
所
伝
と
の
比
較
検
討
に
資
す
べ
く
本
条
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。
大
幅
に
漢
籍
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
顕
宗
の
陵
墓
の
破
壊
に
対
す
る
強
い
意
欲
が
語
ら
れ
、
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
結
局
何
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
結
末
は
、
こ
の
伝
承
の
原
形
に
か
な
り
忠
実
な
叙
述
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
復
讐
譚
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
古
事
記
』
の
所
伝
の
方
が
、
原
形
か
ら
遠
い
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
す
る
。
榎
本
氏
の
結
論
に
は
魅
力
を
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
し
か
し
、『
書
紀
』
の
伝
承
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
本
条
の
前
半
部
分
の
考
察
に
偏
し
て
お
り
、
本
条
全
体
に
わ
た
る
目
配
り
が
不
十
分
で
は
な
い
か
と
い
う
憾
み
が
残
る
。
本
条
で
は
、
弟
の
顕
宗
か
ら
復
讐
と
し
て
の
陵
墓
の
破
壊
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
兄
の
億
計
王
は
、
ま
ず
最
初
に
結
論
と
し
て
復
讐
を
「
不
可
」
と
す
る
。
そ
し
て
次
に
そ
の
根
拠
を
二
ヶ
条
挙
げ
る
。
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
二
ヶ
条
は
、
等
価
の
重
み
を
持
ち
つ
つ
、
相
依
っ
て
結
論
の
「
不
可
」
を
支
え
て
い
る
。
復
讐
と
し
て
の
陵
墓
破
壊
を
不
可
と
す
る
理
由
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
改
め
て
本
条
の
全
体
に
わ
た
っ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
次
第
で
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『
日
本
書
紀
』
顕
宗
天
皇
二
年
八
月
己
未
朔
条
覚
書
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樫
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あ
る
。
本
条
を
見
る
と
、
復
讐
を
持
ち
出
す
顕
宗
の
言
辞
に
つ
い
て
も
、
ま
た
そ
れ
を
不
可
と
す
る
億
計
王
の
理
由
二
ヶ
条
に
つ
い
て
も
、
億
計
・
弘
計
の
兄
弟
や
本
条
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
人
物
た
ち
、
都
合
五
者
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
取
り
結
ば
れ
る
関
係
の
あ
り
方
が
諌
止
の
論
理
を
支
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
億
計
・
顕
宗
の
兄
弟
と
、
兄
弟
の
父
親
で
雄
略
に
殺
さ
れ
た
市
辺
押
磐
皇
子
、
父
親
を
殺
し
た
雄
略
、
お
よ
び
雄
略
の
子
の
清
寧
、
そ
し
て
「
天
下
」
や
「
華
夷
」
と
言
い
表
さ
れ
て
い
る
人
民
（
支
配
者
に
対
す
る
被
支
配
者
層
）
の
五
者
で
あ
る
。
億
計
と
顕
宗
は
、
諌
止
す
る
者
と
さ
れ
る
者
、
す
な
わ
ち
臣
下
と
君
主
の
関
係
に
あ
る
が
、
こ
の
条
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
兄
弟
と
他
の
四
者
と
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
差
し
当
た
り
兄
弟
で
あ
り
か
つ
君
臣
で
あ
る
と
い
う
関
係
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
は
見
え
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
両
者
を
分
け
な
い
こ
と
に
す
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
五
者
の
関
係
の
あ
り
方
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、
仇
討
ち
や
復
讐
、
報
怨
が
制
止
さ
れ
る
論
理
と
そ
の
持
つ
意
味
を
抽
出
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
二
　
顕
宗
の
提
案
顕
宗
・
億
計
の
兄
弟
と
市
辺
押
磐
皇
子
、
そ
し
て
雄
略
『
書
紀
』
顕
宗
二
年
八
月
己
未
朔
条
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
注
２
）
。
Ⅰ
　
秋
八
月
己
未
朔
。
天
皇
。
謂
皇
太
子
億
計
曰
。「
吾
父
先
王
。
無
罪
。
而
大
泊
瀬
天
皇
。
射
殺
。
棄
骨
郊
野
。
至
今
未
獲
。
憤
歎
盈
懐
。
臥
泣
行
号
。
志
雪
讎
恥
。
吾
聞
。『
父
之
讎
。
不
与
共
戴
天
。
兄
弟
之
讎
。
不
反
兵
。
交
遊
之
讎
。
不
同
国
。
夫
。
匹
夫
之
子
。
居
父
母
之
讎
。
寝
苫
枕
干
。
不
仕
。
不
与
共
国
。
遇
諸
市
朝
。
不
反
兵
。
而
便
闘
』。
況
。
吾
。
立
為
天
子
。
二
年
于
今
矣
。
願
。
壊
其
陵
。
摧
骨
投
散
。
今
以
此
報
。
不
亦
孝
乎
」。
Ⅱ
　
皇
太
子
億
計
。
歔
欷
。
不
能
答
。
乃
諫
曰
。「
不
可
。
大
泊
瀬
天
皇
。
正
統
万
機
。
臨
照
天
下
。
華
夷
欣
仰
。
天
皇
之
身
也
。
吾
父
先
王
。
雖
是
天
皇
之
子
。
遭
遇
。
不
登
天
位
。
以
此
観
之
。
尊
卑
惟
別
。
而
忍
壊
陵
墓
。
誰
人
主
。
以
奉
天
之
霊
。
其
不
可
毀
。
一
也
。
又
。
天
皇
与
億
計
。
曽
不
蒙
遇
白
髪
天
皇
厚
寵
殊
恩
。
豈
臨
宝
位
。
大
泊
瀬
天
皇
。
白
髪
天
皇
之
父
也
。
億
計
。
聞
諸
老
賢
。
老
賢
曰
。『
言
無
不
。
徳
無
不
報
』。
有
恩
不
報
。
敗
俗
之
深
者
也
。
陛
下
。
饗
国
。
徳
行
。
広
聞
於
天
下
。
而
毀
陵
。
飜
見
於
華
裔
。
億
計
。
恐
其
不
可
以
莅
国
子
民
也
。
其
不
可
毀
。
二
也
」。
Ⅲ
　
天
皇
曰
。「
善
哉
」。
令
罷
役
。
こ
の
条
は
、
復
讐
を
実
行
し
た
い
と
い
う
顕
宗
の
こ
と
ば
と
、
こ
れ
を
諌
め
る
兄
億
計
王
の
こ
と
ば
、
そ
し
て
顕
宗
が
兄
の
諌
言
に
従
っ
た
と
い
う
短
い
結
び
と
の
、
計
三
段
に
分
け
ら
れ
る
。
第
二
段
落
の
冒
頭
に
皇
太
子
億
計
王
が
「
乃
諌
曰
」
と
あ
っ
て
諌
言
が
の
べ
ら
れ
、
第
三
段
落
に
「「
善
哉
」。
令
罷
役
」
と
あ
り
顕
宗
が
諌
言
を
容
れ
て
復
讐
を
思
い
止
ま
っ
た
と
あ
る
。
君
主
の
意
向
が
示
さ
れ
、
臣
下
が
こ
れ
を
諌
止
し
、
君
主
が
そ
の
諌
言
に
従
う
と
い
う
三
部
構
成
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、『
芸
文
類
聚
』
巻
二
四
人
部
八
、
諫
の
項
所
引
の
「
呂
氏
春
秋
伝
」
に
、「
苑
春
。
諫
曰
。「（
中
略
）」。
公
曰
。「
善
」。
令
罷
役
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
構
成
さ
れ
た
こ
と
の
表
わ
れ
と
見
ら
れ
る
（
注
３
）
。
以
下
、
第
一
段
落
か
ら
分
析
を
試
み
た
い
。
初
め
に
顕
宗
は
言
う
。「
吾
父
先
王
─ 2─
（
市
辺
押
磐
皇
子
）」
は
、
罪
無
く
し
て
「
大
泊
瀬
天
皇
（
雄
略
）」
に
射
殺
さ
れ
、
遺
骸
は
捨
て
ら
れ
た
。
そ
の
仇
に
報
い
て
恥
を
雪
ぎ
た
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
憤
り
や
歎
き
は
消
し
が
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
「
吾
聞
」
以
下
の
「
父
之
讎
。
不
与
共
戴
天
。
兄
弟
之
讎
。
不
反
兵
。
交
遊
之
讎
。
不
同
国
」
と
「
夫
。
匹
夫
之
子
。
居
父
母
之
讎
。
寝
苫
枕
干
。
不
仕
。
不
与
共
国
。
遇
諸
市
朝
。
不
反
兵
。
而
便
闘
」
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
と
お
り
『
芸
文
類
聚
』
巻
三
三
人
部
一
七
、
報
讎
の
項
の
冒
頭
に
並
べ
て
引
用
さ
れ
た
『
礼
記
』「
曲
礼
」
上
と
「
檀
弓
」
上
の
文
言
に
一
致
す
る
（
注
４
）
。
父
母
兄
弟
な
ど
の
仇
は
必
ず
晴
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
著
名
な
言
辞
で
あ
る
。
「
況
吾
」
以
下
は
、
こ
の
著
名
な
言
辞
を
受
け
て
、
そ
れ
に
加
え
て
さ
ら
に
自
分
に
は
復
讐
す
べ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
理
解
す
る
。「
匹
夫
之
子
」
で
す
ら
復
讐
を
や
り
と
げ
る
の
で
あ
る
か
ら
「
天
子
」
で
あ
る
自
分
は
な
お
さ
ら
復
讐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
と
解
釈
す
る
。
た
だ
し
、「
立
為
天
子
。
二
年
于
今
矣
」
と
あ
る
の
は
、「
即
位
し
て
す
で
に
二
年
を
経
過
し
た
の
だ
か
ら
自
分
に
は
復
讐
が
当
然
是
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
も
解
釈
で
き
る
し
、
ま
た
「
復
讐
す
る
こ
と
な
く
二
年
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
が
是
か
は
決
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
後
に
、「
願
。
壊
其
陵
。
摧
骨
投
散
。
今
以
此
報
。
不
亦
孝
乎
」、
つ
ま
り
、
復
讐
し
て
こ
そ
孝
を
全
う
で
き
る
は
ず
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。こ
の
第
一
段
落
に
登
場
す
る
の
は
、
先
に
五
者
と
し
た
中
の
、
清
寧
と
人
民
を
除
外
す
る
他
の
三
者
、
す
な
わ
ち
雄
略
と
市
辺
押
磐
皇
子
、
そ
し
て
億
計
・
弘
計
の
兄
弟
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
平
面
上
の
三
つ
の
点
で
示
し
た
な
ら
ば
、
市
辺
押
磐
と
億
計
・
弘
計
兄
弟
の
二
点
の
間
に
は
、
父
子
と
い
う
天
与
の
関
係
を
示
す
直
線
引
か
れ
る
。
次
に
雄
略
が
市
辺
押
磐
を
射
殺
し
た
時
点
で
、
両
者
の
間
に
殺
害
し
た
者
と
殺
害
さ
れ
た
者
の
関
係
を
示
す
直
線
が
引
か
れ
る
。
ま
た
そ
の
時
点
で
、
兄
弟
と
雄
略
の
二
点
の
間
に
も
直
線
が
引
か
れ
る
。
復
讐
す
る
者
と
復
讐
さ
れ
る
者
を
結
ぶ
点
線
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
実
線
で
は
な
い
。
復
讐
は
ま
だ
予
定
で
あ
っ
て
実
行
に
は
至
っ
て
い
な
い
か
ら
点
線
で
あ
る
。
顕
宗
の
こ
と
ば
に
表
れ
た
三
者
と
そ
の
関
係
を
図
式
化
す
れ
ば
以
上
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
図
式
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
顕
宗
の
こ
と
ば
に
次
の
よ
う
な
説
明
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
最
初
の
父
子
と
い
う
天
与
の
関
係
を
示
す
直
線
を
消
滅
さ
せ
た
り
、
解
消
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
太
い
実
線
と
し
て
維
持
す
る
た
め
に
は
、
子
の
父
に
対
す
る
孝
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
末
尾
の
「
今
以
此
報
。
不
亦
孝
乎
」
と
い
う
こ
と
ば
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
孝
の
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
と
雄
略
を
結
ぶ
復
讐
の
線
を
実
線
化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
が
、『
礼
記
』
の
文
言
の
間
接
引
用
を
交
え
た
顕
宗
の
こ
と
ば
か
ら
得
ら
れ
る
図
式
と
そ
れ
を
基
に
し
た
説
明
で
あ
る
。
父
に
対
す
る
孝
の
実
現
の
て
だ
て
が
子
に
お
け
る
復
讐
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
復
讐
と
は
具
体
的
に
は
陵
墓
の
破
壊
と
遺
体
の
遺
棄
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
─ 3─
三
　
億
計
王
の
諌
止
「
不
可
」
次
に
、
第
二
段
落
の
億
計
王
の
諌
言
を
見
て
み
る
。
先
述
の
と
お
り
、
こ
の
諌
言
は
復
讐
を
不
可
と
す
る
結
論
と
不
可
と
す
る
理
由
二
ヶ
条
か
ら
成
る
。
冒
頭
の
「
不
可
」
は
、
理
由
二
ヶ
条
の
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
の
「
其
不
可
毀
」
に
対
応
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
不
可
と
さ
れ
た
の
は
、
雄
略
の
陵
墓
の
破
壊
と
い
う
て
だ
て
の
方
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
て
だ
て
と
す
る
孝
ま
で
も
不
可
と
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
孝
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
見
る
の
は
、
本
条
の
内
部
に
そ
の
徴
証
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
は
な
い
。『
書
紀
』
の
全
体
を
通
観
す
る
な
ら
ば
、『
書
紀
』
が
儒
教
的
な
徳
目
と
し
て
の
孝
を
否
定
す
る
も
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
を
肯
定
し
、
称
揚
す
る
の
が
『
書
紀
』
の
立
場
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
巻
二
五
の
大
化
五
年
三
月
の
諸
条
に
は
、
悲
劇
的
な
最
期
を
遂
げ
た
大
化
の
右
大
臣
、
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
事
件
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
己
巳
条
に
は
、
麻
呂
の
最
後
の
こ
と
ば
な
る
も
の
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。
夫
。
為
人
臣
者
。
安
構
逆
於
君
。
何
失
孝
於
父
。
君
主
に
対
す
る
臣
下
の
忠
誠
と
父
祖
に
対
す
る
孝
を
逆
説
強
調
し
て
対
句
に
仕
立
て
た
文
言
で
あ
る
。
こ
の
条
を
叙
述
し
た
者
は
、
麻
呂
の
死
を
、
身
内
の
讒
言
に
よ
り
謀
反
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
忠
臣
の
悲
劇
と
し
て
叙
述
し
、
そ
の
罪
を
雪
ご
う
と
し
た
と
見
ら
れ
る
（
注
５
）
。
こ
の
大
化
五
年
三
月
己
巳
条
を
例
証
と
す
る
な
ら
ば
、『
書
紀
』
を
編
纂
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
理
想
的
な
臣
下
の
あ
り
方
を
あ
げ
つ
ら
う
場
合
に
は
、
忠
や
孝
と
い
っ
た
儒
教
的
な
徳
目
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。『
書
紀
』
に
お
い
て
孝
が
否
定
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
本
条
の
場
合
は
、
あ
る
場
合
に
は
、
孝
の
て
だ
て
と
し
て
の
復
讐
や
陵
墓
の
破
壊
が
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
あ
る
場
合
と
は
い
か
な
る
場
合
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
そ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
突
き
止
め
る
ヒ
ン
ト
は
、
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
第
一
段
落
の
顕
宗
の
こ
と
ば
の
中
の
『
礼
記
』
の
引
用
に
「
匹
夫
之
子
」
と
あ
っ
た
の
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
億
計
の
挙
げ
る
二
ヶ
条
の
理
由
を
順
次
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
四
　
億
計
王
の
諌
止
、
そ
の
第
一
条
「
天
下
」「
華
夷
」
不
可
と
す
る
第
一
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
は
じ
め
に
雄
略
と
父
の
尊
卑
の
別
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
泊
瀬
天
皇
。
正
統
万
機
。
臨
照
天
下
。
華
夷
欣
仰
。
天
皇
之
身
也
。
吾
父
先
王
。
雖
是
天
皇
之
子
。
遭
遇
。
不
登
天
位
。
以
此
観
之
。
尊
卑
惟
別
。
雄
略
は
天
皇
で
あ
っ
た
が
、
我
が
父
親
は
即
位
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
尊
卑
の
別
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
雄
略
は
天
下
を
統
治
す
る
地
位
に
あ
り
、
人
民
が
こ
ぞ
っ
て
欣
仰
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
殺
し
た
者
と
殺
さ
れ
た
者
と
い
う
関
係
に
あ
る
両
者
で
は
あ
る
が
、
そ
の
間
に
は
、
そ
れ
と
は
別
箇
に
、
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天
皇
と
天
皇
で
は
な
い
者
と
い
う
動
か
し
が
た
く
越
え
が
た
い
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
億
計
王
は
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
、
雄
略
は
確
か
に
父
親
殺
し
の
下
手
人
で
あ
る
が
、
し
か
し
雄
略
に
は
そ
れ
と
は
別
の
一
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
雄
略
と
「
天
下
」、
雄
略
と
「
華
夷
」
の
関
係
と
い
う
、
支
配
者
と
被
支
配
者
と
の
関
係
に
視
線
を
注
い
だ
場
合
に
浮
び
上
が
る
一
面
な
の
で
あ
る
。
雄
略
と
父
親
の
尊
卑
の
別
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
結
論
で
あ
る
が
、
こ
の
結
論
を
支
え
て
い
る
の
は
、
第
一
段
落
の
顕
宗
の
こ
と
ば
の
中
に
は
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
顕
宗
の
眼
中
に
は
な
か
っ
た
雄
略
と
人
民
の
関
係
な
の
で
あ
る
。
先
の
図
式
で
言
え
ば
、
人
民
＝
被
支
配
者
が
第
四
の
点
と
し
て
付
加
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
第
四
の
人
民
と
い
う
点
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
雄
略
と
父
親
の
市
辺
押
磐
の
間
に
は
支
配
者
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
別
、
す
な
わ
ち
尊
卑
の
差
と
い
う
歴
然
た
る
隔
た
り
が
生
じ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
「
而
忍
壊
陵
墓
。
誰
人
主
。
以
奉
天
之
霊
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
は
本
条
に
お
い
て
も
っ
と
も
難
解
な
箇
所
で
あ
る
。「
忍
」
は
残
忍
の
忍
か
、
そ
れ
と
も
ひ
そ
か
に
の
忍
か
、
ま
た
「
人
主
」
と
は
誰
か
、
あ
る
い
は
何
な
の
か
、
そ
し
て
「
陵
墓
」
と
「
人
主
」
そ
し
て
「
天
之
霊
」
の
三
者
は
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
自
前
の
訓
読
や
解
釈
は
あ
き
ら
め
、
一
例
と
し
て
小
学
館
版
の
訓
読
文
を
挙
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
而
る
に
、
忍
び
て
陵
墓
を
壊
た
ば
、
誰
を
か
人
主
と
し
て
天
の
霊
に
奉
へ
ま
つ
ら
む
。
ま
た
そ
の
現
代
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
ひ
そ
か
に
陵
墓
を
壊
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
誰
を
人
主
と
し
て
皇
霊
に
お
仕
え
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
現
代
語
訳
の
場
合
、「
誰
を
」
に
つ
い
て
は
、「
壊
さ
れ
た
陵
墓
に
代
え
て
誰
の
陵
墓
を
」
と
も
「
陵
墓
を
破
壊
す
る
よ
う
な
顕
宗
に
代
え
て
誰
を
」
と
も
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。
前
者
と
解
す
れ
ば
「
人
主
」
は
「
形
代
と
し
て
の
陵
墓
」
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
後
者
と
す
れ
ば
「
人
主
」
は
「
顕
宗
に
代
る
誰
か
別
の
天
皇
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
不
安
定
な
訳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
筆
者
に
代
案
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
と
も
か
く
「
陵
墓
」
＝
「
人
主
」
＝
「
天
之
霊
」
と
い
う
関
係
を
読
み
取
っ
て
の
訓
読
や
現
代
語
訳
か
と
見
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
「
陵
墓
」
は
「
天
之
霊
」
を
祭
祀
す
る
場
合
の
「
人
主
（
形
代
）」
で
あ
る
、
と
い
う
解
釈
で
あ
ろ
う
と
見
て
お
く
。
先
の
図
式
で
言
え
ば
、
第
四
の
点
の
人
民
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
陵
墓
」
は
雄
略
の
遺
体
を
埋
葬
し
た
施
設
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
だ
け
の
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
父
親
殺
し
の
下
手
人
の
墓
と
の
み
見
て
は
な
ら
な
い
、
そ
こ
に
は
「
天
之
霊
」
を
祭
祀
す
る
場
合
の
「
形
代
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
小
学
館
版
の
訓
読
文
お
よ
び
現
代
語
訳
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
如
上
の
解
釈
以
外
に
、
他
の
訓
読
な
ど
が
あ
り
得
な
い
も
の
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
と
も
か
く
こ
の
文
言
は
、「
忍
壊
陵
墓
」
す
な
わ
ち
陵
墓
を
破
壊
す
る
行
為
と
、「
奉
天
之
霊
」
す
な
わ
ち
天
の
霊
を
奉
ず
る
行
為
と
が
、
ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
見
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
目
は
、
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顕
宗
の
提
案
し
た
行
為
に
つ
い
て
、
一
方
で
は
天
の
霊
を
奉
ず
る
立
場
に
あ
る
べ
き
は
ず
の
天
皇
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
は
陵
墓
を
破
壊
す
る
な
ど
と
は
論
外
で
あ
る
と
言
っ
た
こ
と
に
な
る
。
二
つ
目
は
、
雄
略
の
陵
墓
と
い
う
物
件
、
施
設
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
、「
天
下
」「
華
夷
」
と
の
関
係
を
前
提
と
し
つ
つ
、「
天
之
霊
」
を
祭
祀
す
る
場
と
い
う
意
味
や
役
割
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仇
の
眠
る
墓
と
の
み
見
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
が
、
億
計
王
の
陵
墓
の
破
壊
を
「
不
可
」
と
す
る
第
一
の
理
由
で
あ
る
。
ま
と
め
て
言
う
な
ら
ば
、
こ
こ
に
は
、
第
一
段
落
の
顕
宗
の
こ
と
ば
で
は
眼
中
に
入
ら
ず
に
欠
落
し
て
い
た
雄
略
の
陵
墓
と
そ
こ
に
眠
る
雄
略
の
意
味
が
、「
雄
略
（
支
配
者
）
―
人
民
（
被
支
配
者
）」
の
関
係
を
持
ち
出
し
て
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
父
親
殺
し
の
当
事
者
と
そ
の
墓
と
の
み
見
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
「
自
分
た
ち
―
父
」
の
関
係
に
の
み
視
野
を
狭
め
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
そ
の
愚
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
今
現
在
「
天
皇
―
人
民
」
の
関
係
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
顕
宗
に
対
し
て
は
、
そ
う
し
た
関
係
の
破
壊
に
直
結
す
る
陵
墓
の
破
壊
の
愚
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
諌
め
た
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
五
　
億
計
王
の
諌
止
、
そ
の
第
二
条
「
白
髪
天
皇
」
「
不
可
」
と
す
る
理
由
の
第
二
条
に
お
い
て
白
髪
天
皇
、
す
な
わ
ち
雄
略
の
子
で
、
し
か
も
顕
宗
を
立
太
子
さ
せ
た
清
寧
天
皇
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
先
の
図
式
で
い
え
ば
残
っ
て
い
た
最
後
の
第
五
の
点
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
皇
与
億
計
。
曽
不
蒙
遇
白
髪
天
皇
厚
寵
殊
恩
。
豈
臨
宝
位
。
大
泊
瀬
天
皇
。
白
髪
天
皇
之
父
也
。
白
髪
天
皇
（
清
寧
）
が
あ
れ
ば
こ
そ
今
日
の
自
分
た
ち
は
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
大
泊
瀬
天
皇
（
雄
略
）
は
そ
の
清
寧
の
父
で
あ
る
。
恩
人
の
父
親
に
復
讐
す
る
の
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
先
の
億
計
・
顕
宗
の
兄
弟
、
そ
の
父
の
市
辺
押
磐
、
雄
略
お
よ
び
人
民
の
四
者
に
、
新
た
に
清
寧
を
加
え
て
、
こ
れ
ら
を
平
面
上
の
五
点
と
す
る
図
式
を
考
え
て
み
る
。
清
寧
と
市
辺
押
磐
皇
子
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
で
は
ま
っ
た
く
出
合
い
が
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
両
者
の
間
に
引
か
れ
る
直
線
は
な
い
。
ま
た
、
市
辺
押
磐
は
即
位
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
、「
市
辺
押
磐
―
人
民
」
の
直
線
は
な
い
。
父
と
子
と
い
う
関
係
で
結
ば
れ
る
の
が
「
市
辺
押
磐
皇
子
―
顕
宗
・
億
計
」
で
あ
り
、「
雄
略
―
清
寧
」
で
あ
る
。
先
と
同
様
に
、
殺
し
た
者
と
殺
さ
れ
た
者
と
の
関
係
で
結
ば
れ
る
の
が
「
雄
略
―
市
辺
押
磐
」
で
あ
る
。
ま
た
先
と
同
じ
く
復
讐
す
る
者
と
復
讐
さ
れ
る
者
と
い
う
関
係
で
結
ば
れ
る
の
が
「
顕
宗
・
億
計
―
雄
略
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
恩
を
施
す
者
と
恩
を
受
け
る
者
の
関
係
で
結
ば
れ
る
の
が
、「
清
寧
―
顕
宗
・
億
計
」
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
支
配
者
と
被
支
配
者
の
関
係
で
結
ば
れ
る
の
が
「
雄
略
―
人
民
」「
清
寧
―
人
民
」「
顕
宗
（
億
計
を
除
く
）
―
人
民
」
で
あ
る
。
に
わ
か
に
複
雑
に
な
る
が
、
五
つ
の
点
の
間
に
は
、
こ
れ
で
合
計
五
種
類
、
八
本
の
直
線
が
引
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
億
計
王
と
人
民
の
間
に
支
配
者
と
被
支
配
者
の
関
係
を
示
す
線
が
引
か
れ
る
の
は
、
弟
の
仁
賢
の
没
後
の
こ
と
に
な
る
。
こ
の
八
本
の
線
の
中
で
、
第
二
条
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
べ
き
は
、
当
然
な
が
ら
雄
略
と
清
寧
の
父
子
の
関
係
と
、
清
寧
と
顕
宗
・
億
計
の
恩
の
授
受
の
関
係
を
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示
す
二
本
の
直
線
で
あ
る
。
第
一
条
の
陵
墓
の
破
壊
を
不
可
と
す
る
論
理
は
、
煎
じ
詰
め
る
と
、
雄
略
と
顕
宗
が
天
皇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
第
二
条
で
は
、
そ
れ
に
さ
ら
に
、
恩
人
の
父
と
い
う
雄
略
の
あ
り
方
を
付
加
し
て
、
陵
墓
の
破
壊
を
不
可
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
恩
人
と
そ
の
父
と
い
う
関
係
の
提
示
が
、
陵
墓
の
破
壊
を
阻
止
す
る
理
由
に
な
る
の
か
と
言
う
な
ら
ば
、
以
下
に
「
有
恩
不
報
。
敗
俗
之
深
者
也
」、
す
な
わ
ち
忘
恩
は
重
大
な
敗
俗
の
行
為
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
恩
人
の
父
へ
復
讐
す
れ
ば
、
そ
れ
は
恩
人
へ
直
接
の
裏
切
り
行
為
と
同
じ
こ
と
だ
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
恩
が
孝
の
発
現
と
し
て
の
復
讐
を
封
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
見
落
と
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
「
俗
（
人
民
の
生
活
規
範
や
モ
ラ
ル
）」
と
の
関
係
に
お
い
て
封
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
俗
」
と
は
無
縁
に
、
あ
る
い
は
人
民
の
あ
ず
か
り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
恩
と
孝
と
い
う
二
者
の
み
の
間
で
一
方
が
他
方
を
封
じ
る
の
で
は
な
い
。
第
三
の
「
俗
」
と
の
関
係
に
お
い
て
、
い
わ
ば
人
民
の
面
前
で
恩
が
孝
を
封
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
程
の
図
式
で
言
う
な
ら
ば
、「
雄
略
―
人
民
」
と
「
顕
宗
―
人
民
」
の
二
本
の
直
線
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
現
在
顕
宗
が
「
顕
宗
―
人
民
」
の
直
線
で
示
さ
れ
る
関
係
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
と
し
て
、
言
い
換
え
れ
ば
、「
俗
」
を
整
え
る
べ
き
立
場
に
あ
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
立
場
に
あ
る
は
ず
の
顕
宗
が
み
ず
か
ら
進
ん
で
「
敗
俗
」
の
行
為
に
及
ん
で
は
な
ら
な
い
と
諌
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一
条
で
は
、「
天
之
霊
」
と
い
う
超
越
的
存
在
を
祭
祀
す
る
宗
教
的
立
場
に
鑑
み
て
陵
墓
の
破
壊
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
第
二
条
で
は
、
君
主
と
人
民
の
関
係
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
人
倫
道
徳
と
し
て
の
恩
を
持
ち
出
し
て
そ
の
破
壊
を
阻
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
、「
老
賢
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た
「
言
無
不
。
徳
無
不
報
」
は
、『
詩
経
』
大
雅
の
一
節
の
『
芸
文
類
聚
』
を
経
由
し
た
引
用
、
も
し
く
は
本
条
を
叙
述
し
た
者
が
暗
記
し
て
い
た
文
言
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
（
注
６
）
。『
詩
経
』
の
場
合
は
、
そ
の
鄭
玄
の
箋
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
教
令
之
出
。
如
売
物
。
物
善
則
其
售
賈
貴
。
物
悪
則
售
賈
賤
。
徳
加
於
民
。
民
則
以
義
報
之
（
注
７
）
。
す
な
わ
ち
、
教
令
を
発
し
た
り
徳
を
施
す
側
に
対
し
て
、
そ
れ
が
宜
し
き
を
得
る
な
ら
ば
喜
ん
で
迎
え
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
徳
を
受
け
た
側
が
義
で
も
っ
て
返
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
言
を
発
す
る
側
や
徳
を
施
す
側
に
向
け
ら
れ
た
格
言
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
田
真
治
氏
の
現
代
語
訳
に
も
「
言
葉
を
発
す
れ
ば
報
い
ら
れ
ざ
る
は
無
く
、
恩
徳
を
施
せ
ば
酬
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
無
い
」（
注
８
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
芸
文
類
聚
』
の
酬
恩
の
項
で
は
、『
毛
詩
』
の
こ
の
一
節
と
と
も
に
、「
賦
」
と
し
て
斉
の
謝
の
「
酬
徳
賦
」
を
そ
の
序
文
と
と
も
に
摘
句
抄
出
し
て
引
用
し
て
い
る
。
謝
の
「
酬
徳
賦
」
の
序
文
に
は
「
右
衛
沈
侯
。
眷
予
以
国
士
。
四
年
忝
役
朱
方
。
見
贈
以
詩
。
詩
不
云
乎
。
無
言
不
酬
。
無
徳
不
報
。
故
称
之
酬
徳
賦
」
と
あ
る
（
注
９
）
。
つ
ま
り
、
謝
は
、
自
分
に
と
っ
て
の
「
右
衛
沈
侯
」
す
な
わ
ち
沈
約
は
、
自
分
を
「
国
士
」
と
し
て
遇
し
て
く
れ
た
上
に
、
地
方
に
赴
任
し
て
い
る
間
に
自
作
の
詩
を
贈
っ
て
激
励
し
て
く
れ
た
恩
人
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
「
酬
徳
賦
」
を
作
っ
て
恩
返
し
を
し
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
ち
ら
で
は
『
毛
詩
』
の
文
言
を
、
徳
を
受
け
た
者
は
必
ず
そ
─ 7─
の
徳
に
報
い
る
べ
き
だ
と
い
う
格
言
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
徳
を
施
す
側
に
向
け
た
『
詩
経
』
と
、
徳
を
受
け
る
側
に
向
け
た
「
酬
徳
賦
」
序
文
と
い
う
異
な
り
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
本
条
の
引
用
の
場
合
は
、『
芸
文
類
聚
』
を
経
由
す
る
こ
と
に
よ
り
、
謝
の
「
酬
徳
賦
」
の
序
文
に
同
じ
く
、
徳
を
受
け
た
側
の
報
徳
あ
る
い
は
報
恩
を
説
く
格
言
に
転
化
さ
せ
て
も
の
を
引
用
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
要
す
る
に
第
二
条
の
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
清
寧
か
ら
受
け
た
恩
を
持
ち
出
し
、
清
寧
の
父
、
雄
略
の
陵
墓
を
破
壊
す
る
こ
と
は
清
寧
に
対
す
る
忘
恩
の
行
為
に
な
る
と
し
て
そ
れ
を
「
不
可
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
条
の
最
後
に
は
、「
陛
下
。
饗
国
。
徳
行
。
広
聞
於
天
下
。
而
毀
陵
。
飜
見
於
華
裔
。
億
計
。
恐
其
不
可
以
莅
国
子
民
也
」
と
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
徳
を
も
っ
て
聞
こ
え
る
、
あ
る
い
は
そ
う
あ
る
べ
き
は
ず
の
顕
宗
が
、
陵
墓
の
破
壊
な
ど
を
実
行
す
る
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に
示
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
深
く
憂
慮
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
文
言
は
、
そ
れ
以
前
で
忘
恩
の
行
為
を
不
可
と
し
た
の
を
受
け
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
「
顕
宗
―
人
民
」
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
、
君
主
と
も
あ
ろ
う
者
が
忘
恩
の
見
本
を
人
民
に
示
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
し
て
今
ま
さ
に
君
主
の
地
位
に
あ
る
者
を
戒
め
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
六
　
ま
と
め
と
今
後
の
課
題
以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
、
先
程
の
図
式
を
用
い
て
言
う
な
ら
ば
、
顕
宗
は
、
平
面
上
の
点
を
三
つ
（
顕
宗
・
億
計
、
市
辺
押
磐
、
雄
略
）
挙
げ
て
三
本
の
直
線
し
か
引
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
億
計
王
は
点
を
二
つ
（
清
寧
、
人
民
）
増
や
し
た
。
ま
た
そ
れ
に
よ
り
「
天
皇
（
雄
略
・
清
寧
・
顕
宗
）
―
人
民
」
の
三
本
の
直
線
と
「
清
寧
―
雄
略
」「
清
寧
―
顕
宗
・
億
計
」
と
い
う
二
本
の
直
線
、
都
合
五
本
の
直
線
を
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
点
と
直
線
の
増
加
に
よ
り
復
讐
の
非
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
点
と
直
線
の
増
加
に
よ
り
あ
ぶ
り
出
し
に
な
っ
た
も
の
で
、
特
に
重
要
な
の
は
、
人
民
に
対
し
て
は
顕
宗
が
君
主
の
立
場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
清
寧
か
ら
受
け
た
恩
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
が
復
讐
と
し
て
の
陵
墓
の
破
壊
を
封
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
重
要
な
の
は
、
復
讐
を
諌
止
し
つ
つ
、
顕
宗
に
対
し
て
そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
説
い
た
と
い
う
、
一
種
の
帝
王
学
の
よ
う
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
復
讐
し
て
孝
子
た
ら
ん
と
す
る
顕
宗
に
対
し
て
、
孝
は
も
と
よ
り
重
ん
ず
べ
き
で
あ
る
が
、
し
か
し
自
己
の
立
場
や
て
だ
て
の
是
非
を
弁
え
な
い
よ
う
な
孝
の
発
現
は
封
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
こ
こ
で
禁
じ
ら
れ
た
の
は
「
匹
夫
之
子
」
に
あ
ら
ざ
る
者
が
「
匹
夫
之
子
」
に
倣
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
も
は
や
そ
う
し
た
「
匹
夫
之
子
」
の
孝
の
ご
と
き
暴
力
に
訴
え
る
孝
は
封
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
そ
う
し
た
時
期
に
至
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
条
で
は
、
復
讐
を
封
ず
る
た
め
に
恩
や
報
恩
と
い
う
こ
と
が
持
ち
出
さ
れ
強
調
さ
れ
て
い
が
、
こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、『
書
紀
』
巻
七
の
景
行
四
〇
年
七
月
戊
戌
条
の
一
節
で
あ
る
。
景
行
天
皇
は
、
東
夷
の
平
定
を
引
き
受
け
出
発
し
よ
う
と
す
る
日
本
武
尊
に
対
し
て
、
日
本
武
尊
を
措
い
て
こ
の
任
務
を
全
う
す
る
者
─ 8─
は
他
に
な
い
と
し
て
激
励
し
斧
鉞
を
下
賜
す
る
。
そ
の
こ
と
ば
の
中
で
東
国
の
蝦
夷
を
語
っ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
朕
聞
。
其
東
夷
也
。
識
性
暴
強
。
凌
犯
為
宗
。（
中
略
）
其
東
夷
之
中
。
蝦
夷
。
是
尤
強
焉
。（
中
略
）
承
恩
則
忘
。
見
怨
必
報
。（
以
下
略
）」。
蝦
夷
と
は
、
恩
を
受
け
て
も
こ
れ
を
忘
れ
、
怨
み
を
抱
い
て
は
必
ず
報
復
す
る
、
そ
の
よ
う
な
未
開
野
蛮
の
徒
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
景
行
の
こ
と
ば
を
、
本
条
の
億
計
王
の
諌
言
に
対
照
さ
せ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
浮
び
上
が
っ
て
来
る
の
は
、『
書
紀
』
編
者
が
こ
の
条
に
託
し
て
語
ろ
う
と
し
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
恩
」
を
重
ん
じ
「
怨
」
を
捨
て
る
の
が
、
未
開
や
野
蛮
の
対
極
に
あ
る
文
明
や
開
明
と
い
う
も
の
で
あ
る
、
あ
る
い
は
無
秩
序
の
対
極
に
あ
る
秩
序
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
率
先
し
て
実
行
し
被
支
配
者
に
範
を
垂
れ
る
の
が
、
開
明
的
君
主
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
、
と
い
う
理
想
の
君
主
像
の
提
示
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
後
に
、
今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
る
事
柄
を
一
点
挙
げ
て
お
き
た
い
。
巻
二
二
、
推
古
二
年
二
月
丙
寅
朔
条
の
三
宝
興
隆
の
詔
発
布
の
記
事
に
は
、「
是
時
。
諸
臣
連
等
。
各
為
君
親
之
恩
。
競
造
仏
舎
」
と
あ
る
。
三
宝
興
隆
の
詔
の
発
布
を
受
け
て
、
臣
・
連
と
い
っ
た
支
配
者
層
の
間
で
「
君
親
之
恩
」
の
た
め
に
と
競
っ
て
寺
を
造
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
仏
教
に
関
わ
っ
て
語
ら
れ
る
報
恩
と
、
本
条
に
お
け
る
恩
の
強
調
と
が
い
か
に
関
わ
る
の
か
、
あ
る
い
は
無
関
係
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。『
書
紀
』
を
支
え
る
思
想
と
し
て
儒
教
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
も
は
や
再
言
の
必
要
も
な
い
が
、
し
か
し
、『
書
紀
』
の
全
体
を
見
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
仏
教
的
な
考
え
方
も
無
視
で
き
な
い
。
で
は
儒
教
的
な
考
え
方
と
仏
教
的
な
も
の
と
は
、『
日
本
書
紀
』
や
『
書
紀
』
編
者
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
融
合
や
共
存
、
あ
る
い
は
連
続
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
注
１
　
榎
本
福
寿
氏
「『
古
事
記
』
の
復
讐
を
め
ぐ
る
所
伝
―
下
巻
最
後
の
所
伝
の
成
り
た
ち
と
そ
の
意
義
―
」『
古
事
記
年
報
』
三
六
輯
、
古
事
記
学
会
、
一
九
九
四
年
一
月
刊
、
所
収
。
２
　
小
島
憲
之
氏
他
校
注
・
訳
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
『
日
本
書
紀
』
二
、
小
学
館
、
一
九
九
六
年
七
月
刊
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
な
ど
も
す
べ
て
こ
の
小
学
館
版
の
三
冊
本
に
よ
る
。
な
お
、
第
一
冊
は
一
九
九
四
年
四
月
刊
、
第
三
冊
は
一
九
九
九
年
三
月
刊
。
３
　
注
１
に
同
じ
。
な
お
筆
者
の
参
看
し
た
『
芸
文
類
聚
』
は
汪
紹
楹
校
本
、
中
文
出
版
社
刊
行
本
で
あ
る
。
４
　
小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
巻
第
三
篇
第
四
章
第
五
節
「
日
本
書
紀
と
類
書
」、
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
九
月
刊
、
三
八
四
頁
。
５
　
①
北
山
茂
夫
氏
『
大
化
の
改
新
』（
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
一
月
刊
、
一
二
八
頁
以
下
）
は
、
麻
呂
の
忠
臣
ぶ
り
を
強
調
し
た
の
は
、
麻
呂
の
血
を
引
く
八
世
紀
の
女
帝
た
ち
の
時
代
に
『
書
紀
』
が
成
立
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
女
帝
た
ち
の
意
を
受
け
て
編
者
が
麻
呂
の
潔
白
を
力
説
し
た
、
と
す
る
。
②
家
永
三
郎
氏
「
孝
徳
紀
の
史
料
学
的
性
格
」（『
日
本
古
代
史
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
九
月
刊
、
三
五
九
頁
以
下
）
は
、
麻
呂
の
事
件
の
後
に
、
麻
呂
が
最
期
を
遂
げ
た
山
田
寺
の
僧
侶
か
ら
麻
呂
の
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冤
罪
を
訴
え
る
解
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
が
『
書
紀
』
の
原
史
料
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
、
麻
呂
の
冤
罪
を
主
張
す
る
記
事
と
な
っ
た
、
と
す
る
。
６
　
『
芸
文
類
聚
』
巻
三
三
人
部
一
七
酬
恩
の
項
と
、
注
４
の
小
島
憲
之
氏
著
、
三
八
四
頁
。
７
　
星
野
恒
氏
校
訂
、
漢
文
大
系
第
一
二
巻
『
毛
詩
・
尚
書
』、
冨
山
房
、
一
九
七
五
年
増
補
版
、『
毛
詩
』
巻
一
八
、
七
頁
。
８
　
高
田
真
治
氏
著
、
漢
詩
大
系
第
二
巻
『
詩
経
』
下
、
集
英
社
、
一
九
六
八
年
一
月
刊
、
四
七
一
頁
。
９
　
注
３
の
『
芸
文
類
聚
』
中
文
出
版
社
刊
行
本
上
巻
、
五
八
三
頁
〜
五
八
四
頁
。
【
付
記
】
本
稿
の
校
正
の
段
階
で
、
王
小
林
氏
「
古
伝
承
の
成
立
と
『
史
記
』
―
顕
宗
記
の
雄
略
陵
破
壊
復
讐
譚
に
つ
い
て
―
」（
大
阪
工
業
大
学
紀
要
〈
人
文
社
会
篇
〉
四
四
巻
一
号
、
大
阪
工
業
大
学
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
刊
行
、
所
収
）
を
閲
読
し
た
。
し
か
し
遺
憾
な
が
ら
本
稿
に
お
い
て
王
氏
の
考
察
に
言
及
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
き
た
い
。
（
や
え
が
し
　
な
お
ひ
こ
／
本
学
教
授
）
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